
07 CMOS LSIチップによる神経回路への情報入力と計測
～生体との電気的な情報のやりとりを行う～

生体との直接的な情報通信の実現を目指して

います．

生体との情報通信を行うためには，多点電極を

介した神経信号計測とともに，生体への電気刺

激信号印加を行う必要があります．

CMOS LSIチップ上でデジタル/アナログ信号処理

を行うことにより，神経信号計測と電気刺激信号

印加を実現しました．

入出力信号の多重化により，多チャンネル独立

双方向通信が可能です．
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我々のグループで研究を進めているナノバイ

オデバイスと組み合わせることにより，生体と

の情報通信のみならず，体内モニタあるいは

身体機能補助を行うデバイスとしての応用が

期待されます．
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本成果は，産学連携に基づく

慶應義塾大学との共同研究の一部です．

LSIチップの応用例
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